
中学校における「総合的な学習の時間の授業」についての研究
～小規模校における指導のあり方III・交流学習を中心として～

碇ヶ関村立碇ヶ関中学校 中村博文

要 約
本報告は，総合的な学習の中の一 単元である自由課題設定学習の確立へ向けての実践記

録であり，本センタ ー 報告書8号及び9号の続報である。 特に過去2年間の実践で明らか
になった課題設定学習の問題点の改変を行いながら，基盤づくりの学習として「交流」を
キ ー ワ ー ドとして，小規模校における総合的な学習の時間の指導のあり方を模索した。

地域交流学習と国際交流学習の実践をふまえて，特別活動と総合的な学習の時間の「体
験活動」について整理 ・ 検討した。 あわせて，交流活動を総合的な学習の時間の学習とし
て実践するためのねらいや学習の進め方について考えを提示してみた。

［キ ー ワ ー ド］中学校，総合的な学習，小規模校，交流，指導法

I はじめに
2 0 0 2 年から新学習指導要領が全面実施される。 特に新設される「総合的な学習」の

時間については，単元の開発や学習過程，指導法等の確立が早急に迫られている。
勤務校である碇ヶ関中学校では，平成11年度から「総合的な学習」の時間の単元の開

発に取り組んでいる。。 これまで行ってきた自由課題設定学習の成果と課題をもとに，そ
の基盤づくりの学習として取り組んだ「交流学習」について以下に報告する。

II 研究のねらい
本研究は，碇ヶ関村立碇ヶ関中学校での総合的な学習の時間の指導法を確立することを

通して，特に小規模校における指導法を模索することをねらいとする。
実践研究をすることによって，学習過程での問題点が明らかにされ，問題提起できると

考えられる。

III 研究方法
1 新学習指導要領の「総合的な学習」の時間の学習計画を実践研究を進めながら模索

する。
2 1 の実践研究を通して，問題を提起し，考察する。

w 研究対象
1 学校名，学年

碇ヶ関村立碇ヶ関中学校 平成1 3 年度第 1 学年（男子 1 2 名， 女子 1 0 名）
平成 1 3 年度第 2 学年（男子 2 2 名，女子 1 6 名）
平成1 3 年度第 3 学年（男子 1 8 名，女子 1 9 名）

2 指導者
碇ヶ関村立碇ケ関中学校 平成1 3 年度全職員 (1 2 名）

v 研究内容
1 生徒の実態と本研究に至る経緯
碇ヶ関中学校は，ここ数年生徒数百名前後で推移している小規模校である。 今年度は，
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各学年1 クラスずつの編成となった。生徒は，純朴で素匝な生徒が多い反面，積極性に欠

けることや多様な事柄に価値を見いだせないことなどが学校課題の1 つとして挙げられ

る。

前述したが， 平成1 1年， これまでの選択学習を拡充させ， 「 総合的な学習」の時間の

をスタ ー トさせることになった。そこで， 小規模校の利点を生かした個に応じた学習の展

開ができる単元を模索した結果， 「 総合的な学習」の時間として自由課題設定学習の単元
を開発することができた。そして，昨年度までに課題設定学習（未来学習と呼称）， すな

わち生徒 一 人 一 人が自由に課題を設定し， 計画を立案し， 実行し， 考察を加える学習の実

践を重ねた。結果， 指導方法や実際の授業の進め方は， ほぽ本校独自のスタイルが完成さ

れつつある。また， 1 · 2 年生で履修する 「 総合的な学習」の時間をその基盤づくりの段

階ととらえ， 学校全体の「総合的な学習」の時間（関中タイムと呼称） を計画・ 整備する
ことができた。

しかしながら，これまでの実践から，改善を要すべき点として，次の2点が考察された。

①課題設定学習の課題づくりの問題

②課題設定学習実施までの基盤づくりの学習のあり方の問題

①に関しての問題は設定課題の質の問題である。過去三年間の課題は次の表1 ～表3の
通りである。

表 1 年度別生徒最終課題一 覧（ 1) 表2 年度別生徒最終課題一 覧 (2)
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表3 年度別生徒最終課題一 覧(3 )
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今年度の三年生は， 過去の先輩たちの取り組みを発表会等で見てきており， 幾分， 課題
の内容 に深まりあるテ ー マが見られるようになってきた。 しかし， 年度ごとに， 課題の内
容 を比較検討してみても， 男子 は自動車や機械， 映画など， 女子 はお菓子 づくりや音楽な
どの領域に取り紺む生徒が毎年多い。 そ して， 実際のところ， これら趣味的な要素を持つ
課題ほど， 学習教材の主体 とすることが難しく， 椰楡もすると楽しさだけで何の成果もな
いまま学習が終わってしまう場合も少なくないのである。

課題設定学習開始当初は， 新学習指導要領に 「 自ら課題をみつけ， 自ら学び ． ．」と示
されていることから， 生徒本人が課題設定し， 解決していくよう努力させることが大切で
あると指導者 間で共通理解を図った。 しかし， 生徒本人がいかに気に入ってつくった課題
であったとしても， 設定した課題の質があまりにも幼稚だったり， あるいはすぐ終わって
しまう簡単なものだったりと， 調べ学習中心で内容 の理 解だけを主とする学習は， 継続し
ていかない傾向が今年の実践で顕著になった。

次頁の資料 1 表 4 の考察から， 昨年度と比較し， 今年度の自己評価の結果を分析すると
すべての項目で下降傾向を示してしまった。 原因をいくつか考察してみると， まず， 日常
生活において計画をたてるのが苦手な生徒が多く見られることが考えられる。 このことが
評価項目(3) と(4)の自己評価の低さに如実に現れている。 また， 当初2 0時間で計画して
いたが， 学校事情により今年度は1 5 時間の実施となり， 生徒の中には， 納得のいくもの
をと計画しているうちに学習が終了してしまった者 もいる。 さらに， 配置教師の人数不足
もあり， 生徒の計画通りの支援ができなかったことも事実あった。 今年度の実践から， ぁ
らためて課題設定学習の抱える問題を痛感した。

このように取り組みから3年目となるが， 課題設定学習を含め， 「 総合的な学習」の時
間の授業全体 の見匝しをはかる必要にせまられている。 何よりも 「 自ら課題をみつける」
には， 自分で設定した課題そ のものが， 果たして学習に値するものなのか， 学習して満足
や成就感を味わえるかなど課題を吟味する力が必要となる。 また， 自分自身の計画を推進
していく力も必要であろう。 このような考えらから， 改善点②の課題設定学習実施までの
基盤づくりの学習のあり方を再検討し， スタ ー トさせた。
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資料 1 課題設定学習の今年度と昨年度の質問項目別集計結果と分析

次の評価は未来学習終了時に行い，評価項目カ ー ドは昨年度と同様のものを用いた。
評価は良い傾向ア→悪い傾向工の 4 段階で行った。評価項目は以下の通りである。

【評価項目】
(1) 課題について

ア， 設定した課題は，自分の興味関心によく合っていた。
イ， 設定した課題は，自分の興味関心にだいたい合っていた。
ウ， 設定した課題は，自分の興味関心にあまり合っていなかった。
ェ， 設定した課題は，自分の興味関心にまったく合っていなかった。

(2) 意欲について
ァ，意欲をもって熱心に取り組んだ。
ウ，あまり意欲的に取り組めなかった。

(3) 学習計画について
ァ，たいへんよくできた。
ウ，あまりよくできなかった。

(4) 研究の進み具合について
ァ，非常に順調だった。
ウ，あまり進まなかった。

(5) まとめ（レポ ー トや実技など）
ァ，よくできた。
ウ，あまりよくできなかった。

表 4 は上記の評価を質問項目別に状況をまとめ，昨年度と比較しまとめたものである。

ィ，だいたい意欲的に取り組んだ。
ェ，全然だめだった。

ィ，だいたいよくできた。
ェ，全然できなかった。

イ，だいたい順調だった。
工，全然進まなかった。
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今年度 3 6人
昨年度 3 7人で実施

・（）内は人数

【有意差の判定】

今年度と昨年度の項目別回答状況をX 2 検定の 2 k分割で検定した結果は次のようにな
る。

（自由度＝3, 危険率＝5 ％水準，分布表の値＝7.81476,二つの割合は同質ではない。）

※ 1 は x自乗の値＝38.1776729
※ 2 は x自乗の値＝10.8106145
※ 3 は x自乗の値＝13.1702509
※ 4 は x自乗の値＝80.4852174
※ 5 は x自乗の値＝57.9632432

り
り
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り
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あ
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差
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2 総合的な学習のねらいと内容
今年度の碇ヶ関中学校の総合的な学習の時間のねらいは次のとおりである。

性徒の興味•関心に基づき， 横断的・総合的な学習の中で1
↓ 

①よりよく問題を解決する能力を育てる。
②学び方やものの考え方を身につける。
③主体 的， 創造的に取り組む態度を育てる。
④自己の生き方について自覚を深める。

※3年間の総合的な学習の時間
（関中タ イム） の中で段階的につけ

たい力

碇ヶ関中学校では， 総合的な学習の時間を「関中タ イム」と呼称し， 各学年ごとに段階
的に取り紐んでいる。 課題設定学習（未来学習） は， 3年生の最終で学習する総合的な学
習となり， 1 , 2 年及び 3 年前期の学習はこの課題設定学習に取り組んでいく上で， 必要
な知識や技能を醸成するための学習と考え設定している。 表 5 に関中タ イムの学年別及び
月別配列を示し， 今年度実施した各講座の概要を述べる。 今年度の実施予定時数は 1 年
7 0 時間， 2 , 3 年 4 0 時間である。 （予備時間含む）

なお， ※印の部分が今年度新たに改変を加えた単元である。

表 5 平成1 3年度関中タ イム学年別及び月別配列
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講座の概要
【基礎講座】 1 学年共通。 各教科で身につけた学習の技能を生かし， 学び方やものの

考えを身につける学習。 総合学習にむけての学び方やものの考え方につい
て学習する。 （計3 0時間）

基礎 I . . . コミュニケ ー ション( 6 時間）
簡単な手話を学習することによって， 言葉にたよらなくとも伝達する方
法があることを体 感させ， 相手のことをよく知ろうとする気持ちを育て
ることをねらいとする。

基礎 II. . . 取材・インタ ビュー ( 6 時間）
取材の仕方・インタ ビュー の仕方を身につけさせ， コミュニケ ー ション
をする 技術を高めることをねらいとする。

基礎III..・機器指導 (8時間 ）
カメラ， 実物投影機， TPの書き方， ビデオ操作， OHPなどの機器の
操作法を学び情報リテ ラシー を高めることをねらいとする。
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l基礎 IV.・・ロニこ
8
二を誓いなから学ぶ。プレゼンテ ー ション能力を

高めることをねらいとする。

【祭 学習】 全学年 5 コー スから選択。身につけた学び方を利用してさらに主体 的，
創造的に取り組む態度を育てる学習。文化祭 で発表の場を設けている。
（計 2 0 時間）

表現I ・・・演劇の制作過程を調べ， 役者 ， 舞台スタ ッフに分かれ必要な技能を習得
し， 劇を上演する。

表現II...関所太鼓の 歴史を調べ， 合奏に必要な技能を習得し披露する。
創造 I ..．ねぷたの製作過程， 歴史等を調べ， ねぷたを製作し， 文化祭 で 運行する。
創造 II・・・文化祭 のテ ー マとなるパネルを製作する。
創造III ・・ メキ シコの伝統工芸であるモラを紹介し， 作品を製作する。

【修学旅行学習】 3年実施 (1 2時間）
①企業訪問や職場体験を通し自己の生き方について自覚を深める活動。
②海外体験学習の経験を生かし， 日本の文化を見つめ匝す活動。

※ 【国際交流学習】 2 年実施 ( 1 2 時間）
国際交流を通して異文化にふれ， 自己の生き方について自覚を深める
活動。

※ 【地域交流学習】 1 年実施 (1 2 時間）
地域交流を通してふるさとの文化を見つめ直し， 自己の生き方につい
て自覚を深める活動。

【未来学習】 3学年実施。自ら課題を見つけ， 計画を立案し， 解決方法を探る活動

3 交流学習

を通しよりよく問題を解決する能力を育てる活動。3年間の身につけ
た力を統合して， 「 未来への提言」といった視点で自由課題に小グル

ー プで取り組む。(23時間）

(1) 交流学習設定の理 由
2の表5 及び講座の概要で示したとおり， 今年度は一 部カリキ ュラムを変更した。

昨年までは， 【社会見学学習】 を実施し， 主として職場見学を行っていた。しかし， 【修
学旅行学習】 との系統性が漠然としていてることや単発の調べ学習•発表学習で終了して
しまいがちであった。そ こで， 学年が進んでも経験を生かしながら発展的に学習できる単
元を模索した結果， 改変案としてでてきたのが人とのふれあいを軸とする 「 交流活動」で
ある。この 「 交流学習」は， 小規模校の弊害である， 生徒のせまい人間関係からなかなか
ぬけだせないという実態や中学生海外派遣事業 【(2)の国際交流学習の実際参照】 が実
施される現状に照らし合わせても意義のある学習と考えらた。

周知の通り新学習指導要領に 示されている「総合的な学習」の時間のねらいは， 問題解
決能力の育成， 学習過程における学習スキ ルの育成， 人間としての生き方を培うことであ
る。そ して， そ のねらいは主として 「 学び方にかかわるもの」と 「 生き方にかかわるもの」
に大別できる。これまで本校の 「 総合的な学習」の取り組みは， どちらかと言えば， 情報
リテ ラシー や機器操作， プレゼンテ ー ションなどのスキ ルの習得が先行していた。したが
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って今回の交流学習の単元の開発は， 2の総合的な学習のねらいの 【③主体 的， 創造的に
取り組む態度を育てる】 や 【④自己の生き方について自覚を深める】ことに重点をあてた
ものであり， 特に情意面での生きる力の育成をねらいとするものである。 図 1 に今年度の
関中タ イムの概念図を示す。

図 1 平成 1 3 年度関中タ イム概念図
「間中タイム」 生きる力の育成

1 学年 , 2学年 ： 3学年
基礎講座 → 

l層皐屑）
→i未来学習出- - -- ― ～ー＾――-----～ *‘ “· •疇 -----------

』
←------------------------•---------------------· 

地域交流学習→ i国際交流学習→ ；修学交流学習

( 2) 地域交流学習
各活動ごとの学習経過は表 6 の通りである。 なお， 表中の領域「社会見学」とあるのは，

年度始めに本単元の細案が決定していなかったため， 時数のカウント上使用した名称ので
ある。 実際の活動は地域交流学習の事前・事後指導である。

表6 学習経過
日 程 領 域 時数 活 動 内 容

7 月 1 8 日（水） 基礎講座⑭⑮⑯⑰ 4 地域交流学習第 1 回目
ハッピ ー ハウス訪問 ・ 高齢者 の方
々との交流活動

9 月 1 9 日（水） 社会見学①② 2 ねらい・実施方法の説明
班編成と役割分担

1 0 月 4 日（木） 社会見学③④ 4 歴史探訪したい場所の検討と決定
1 1 日（木） 社会見学⑤ 1 取材活動計画 ・ グルー プ行動計画
1 8 日（木） 社会見学⑥ 1 仕事の内容 の確認
1 9 日（金） 1 日行事 1 日 地域交流学習第 2 回目

弘前市内散策・インタ ビュー •取
材・観光体験

2 2 日（月） 社会見学⑦⑧ 2 発表資料 づくり
2 9 日（月） 社会見学⑪⑫ 2 反省と評価発表会の指導
3 0 日（火） 社会見学報告会 2 今後の学習への指導

【第 1 回 ハッピ ー ハウス訪問 （資料 2 ・ 資料 6) 】
「ちょっと前の碇ヶ関を知ろう～高齢者 の方への取材から～」のテ ー マを設定し， 1 回目
の地域交流学習に取り組んだ。 これは， 基礎講座 IIで取材 ・ インタ ビュー の学習のまとめ
として， 村の社会福祉協議会（通称ハッピ ー ハウス） を訪問し， 高齢者 への取材を通して
交流を図ったものである。

学習の実践にあたり， 事前に， 社会科で碇ヶ関村の地形 ・ 気候の特色， 基幹産業など取
り上げ学習し， また， 学級活動で高齢者 の方と接する場合の配慮を指導し， 意識づけさせ
た。

訪問では， 最初どうやってコミニュケ ー ションをとっていったら良いか戸惑う生徒もい
た。 しかし， 時間が経つにつれ親近感がお互いに増してきたようで， 会話もはずんできた
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ようであった。 取材活動には，総じて積極的に取り組み，
一 杯，気配りをして対応する活動がみてとれた。

その後のゲ ー ムや昼食会でも精

【第 2 回弘前市内散策及び取材・インタ ビュー 活動 （資料 3 · 4 · 5 · 12) 】
「 インタ ビュー 活動を通して，コミュニケ ー ションする力を高める」ことなどを目的

として2回目に地域交流学習を行った。 事前の学習 6 時間，事後のまとめ 6 時間の時数を
あてた。 事前学習では，実施後の発表 会のこともふまえ，質問項目を厳選したり，再度マ
ナ ー の指導などを行った。 当 日は，弘前城内五カ所に分かれて行った。 1 回目の経験もあ
って自信を持って取り組んでいたようである。 マナ ー や声のかけ方など，初対面の人に対
しての接し方によく考えた行動がみられた。 学級全員 がインタ ビュー をすることに成功し，
約2時間で1人平均3.5人の方のお話を間くことができた。 そ の中で一 番多くインタ ビュ
ー した生徒は8人であった。 事後のまとめの活動では，取材結果をもとに，統計資料 を作
成させ，発表 会では，視覚にに訴えるプレゼンテ ー ションを意識させながら発表 に臨ませ
た。

(3)国際交流学習
碇ヶ関村では，平成11年に 「 中学生海外派遣事業に係わる条例」を制定した。 趣旨は

村内の中学生の希望者 全員 を海外に派遣し，見聞を広め，見識を高めるといったものであ
る。 現中学校 3 年生が，昨年第 1 陣として， 3 7名中 3 5 名参加してる。 昨年度は村主体
の事業ということで，学校の週休 日の何回か役場で説明がなされ，思ったような研修計画
もないままの参加になった。

今年度は，このような昨年度の反省を生かし，国際交流学習の時間の中で，事前の学習
をして出発することが4 月段階で決定していた。 時期は 1 1 月，行き先はオー ス トラリア
である。 事前指導と事後指導の計画も組まれ，英語や社会の教科の授業などでは海外派遣
へ向けての授業も行われ，実施に備えていた。

そ んなおり，9月1 1 日米国同時テ ロ事件が起き，1 0月安全面の配慮から，村は今年
度の事業の延期を決めた。 このような経緯 から，この報告は代替案として年度途中で変更
し，実践されたものである

各活動ごとの学習経過は表 7 ～表 11 の通りである。 なお，表 中の領域で「国際理 解」，
前述したが，「 社会見学」とあるのは，年度始めの計画による名称であり，実際の内容 と
合致しないものもある。 また，学習⑤の国際交流学習の事前準備は，実施時期が不確定だ
ったことや授業時数が足 りないことから放課後等の時間を利用した。

【活動ごとの学習経過】
表 7 学習①一英語による日常 会話

表 8 一叫～｀加遣にむけての地域交
-
O

 

2 2日 月 2
 

ー プ行動計画

闘腐旦塁瓢＇［ぅ
南・北津軽郡内町村でのインタ ビ

嘉玉賣貰門くり
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表9

表10 - III 穴＂白-"西ベ・デイベ ー

での調べ
グルー プでのまとめ

ディ ーベ ー

弘前大学留学生との交流会
犀 坑

学習②～学習⑥について以下に述べる。
【学習②ー海外派遣にむけての地域交流学習（表 8)】

この学習は， 海外での土地勘のない場所で行動することを想定したものである。 ねらい
を 「 各町村で働く人にふれ，そ れぞれの生き方や思いを体 感するしよう。 またで協力し計
画を達成するとともに， TPO に応じた言動ができるようになろう。」とした。

具体 的には，南津軽郡や北津軽郡の町村で取材し，訪問した町村をPRすることとした。
計画段階から生徒たちに任せたので，必要な係を自分たちで考えたり， 訪問先へ電話で連
絡をとったり各班とも意欲的に準備が進められた。 実際，帰校後には 「 質問する態度やあ
いさつがすばらしかった。」と担 当者 からわざわざ激励の電話をいただいた班もあった。

【学習③ ー講演 （表 9 . 資料 7) 】
弘前大学人文 学部カ ー ペンタ ー ・ビクタ ー ・ リ ー 教授を招き，「 交際交流って楽しい」

と題して，講演をしていただいた。 初めは， めったに接点のない外国人の方のお話という
ことで，生徒たちも緊張していたが，後半は先生のジョー クを交えた話術にすっかり夢中
になってしまった様子 であった。 最後には，生徒たちからの質問もとびだし，充実した時
間をもつことができた。

【学習④一世界情勢調ベ ・ ディベ ー ト学習（表 8 . 資料 8 · 9 · 10 · 13 · 14) 】
学習④と学習⑤ は，今年度の海外派遣が延期決定されてから，計画 ・ 実施した。
学習④では，米国同時テ ロ事件以降の世界情勢を調べ， 調べたことをふまえたディベ ー

ト学習を行うこととした。
事件以後，連 日マスコミで事件の詳細やそ の後の各国の対応などが報道されていた。 今

回の事件は，生徒たちに直接， 海外派遣が延期という影響がでたことから，興味関心が一

段と高まっている。 そ れならばということで 「 今， 世界で起こっていること～私たちの海
外派遣が延期になったわけ」というテ ー マを設定して，調べ学習を行わせた。学習の際は，
世界の情勢が複雑で，学習が困難と予想されたため，あらかじめキ ー ワ ー ドを示した。
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資料 2 第 1 回地域交流質間 事項及び評価

叩': 第 1 平 年 社 会 兒 字 衷 施 翌 項

1 ． わ ら い
q9 J'J 以 成 に よ る己史デi9 を も し て 、 、 互 い に 自 力 し 合 う ＂ 圧 を ● て る ，

の イ ン• 9 ピ ュ ー 活 灼 を 必 し て 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る 力 を 哀 め る ．

＂ 体 ビ 只 允 を 必 し て 、 �IM伝E芸t9 に ふ れ 、 氾 土 置 を 伐 め る ．

, . 目 19
9D it ぢ や at1 を分但す る 中 で 、 収 力 し 合 い友情 を 反 め よ 9 .
必 安 全 に 留 成 し ｀ 公Rilt を 守 っ て 積 ほ 的 に 行 鮎 し よ う ．

〇 に 土 を 自 ら p．ス し ｀ 生 活 や 字 召 に 投 立 て よ う ，

J ． 巴 8 干 a 1 3 年 1 0 月 1 9 日 （ 金 ）

4 . 屯 苗 弘［り市内
午 ＂ の が 区史R99

（ あ ら か じ め逍んだ史t3 2 カ 所 をIt面返 り 込 る 買虹活鯰）

午 ＆ の 自 イ ン ク ピ ュ ー 活幼
（ 弘 桁 只用 辺 に お い て ． 取 材 活 約 を 行 い、 罵土祠II に つ い て 9
え る ）
体IIRた字a
( h ぶ た t t に て 、 悼＂凩仕9（作 、 古 負 ネ プ タ 製 作、 淳＂伐， プ
ナ コ ， こ ぎ ん 剛 し 、 弘 ＂ こ " し 、 こ ま か ら 這 択 ）

5 .  �い名 ● 1 字 年王往 2 2 名 （ 男 子 1 2 名 、 女 子 t o 名 ）

, . '"'名 は 涵 百巴 、 中19 19文． エ騒 現子 (It 3 名 ）

7 . 交込祖句 ス ク ー ル パ ス 、 布内19 柏 は グ ル ー プがIt日 、 逗 R

9 .  B i9 9 : 0 0 中 子 校 災 合
b : 0 5 91 の会 （出欠鑓19及びnaR察）
8 : 1 0 中キ拉免
9 : 3 0 弘約＂到石

～ 訊 ご と に 巴 史R訪
1 3 ; 0 0 ● 女 を ● ● 取 っ て 弘 釘礼 へ ● 約

～ 取99活的
1 4 : 5 0 体RIりも 字 も

～ 
1 9 : 0 0 弘釘は出化
1 7 ,  00 中 字 校 " 、 M 敗

9 . ’"g a 4 ~ 9 名 5 19 組 a

i o .  9 l  E . '“"3允 只 只 代 （ さ ● ● 坦 ）
· • 力lt （ 各 自 n l9)

l l ,  19 囀 内 む と 生に の ポ 約
( l ) ', n lu 碍 ( 9 玲 r,)
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091レ ー プ行約1t栢
心 仕 事 の 内 名 の 鱈19

1 2 . I●導9t國沢

（ 3 ) 現t切t尋
①餞鰻ng
099レー プ 行 約 と 体 U 学 甘 の Ri9

( 3 ) 事 後 旧 尋 ( 6 99 日 ）
① U 会 見 字 体"18
〇反省 と 19 臼
O R 丑 賣 9499ば
④ 兒 丑 会
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( l ) ll 慎 剛a
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(l) 騎 閏 を 守 る ．

資料 4 第2回地域交流実施要項
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資料3 第2回地域交流評価

1 · 2 年 社会見学合同兒表会 H • !3 • !0 • 30 6時間目

場所 I A 戟室

テーマ 慧いが伝わ愚ように話とう・韻で聞こう

l 一学年兒良 司会 ・ ・ ・ ・

• イ ン タ ピ ュ ー結果代表
・ 中学生に望む こ と こ と を 閲いての感想等

2 二学年兒表 司会 ・ ・ ・ ・ ・

3 校長先生から

兒表を閲いての感想

・ 社会見学で うれしかったこ と 、 お も しろ か っ

'たこ と 、 つ ら か っ た こ と

・ 中学生1こ望む こ と こ と を閲いての感想等

店日 は 1魯 v‘ ⑬ v＼ り h\乳調 訊1 バ
さ ぎ ヤす 枇 匂

こ れ か ら の!II!

甜い 社会 見 恩ょ も， \'._ yl 
v

i 社和z

＂ も よ 忙 ， 協 炒 1 時問 を 切れる
ぃ 月 す る 。

資料 5 合同 発表会 シ ー ト

資料 6 筍1回地域交流ハ ッ ピーハ ウ ス 訪 閻
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場所 濃 ヶ 閲 中学校1H育館 NH K叩直でも大印爾）
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対象 9 全校止樟
R冑111 ・ 幼穫国 ・ 小中芍佼伐覆音

H役場の方々

地填の方々 ど991こ で b
（内容）

ア メ リ カ の 今回の事件の こ と

と て も 国際理妍は 親 し い

で も 、 こ れ か ら は 本当に大切

そ して 、 や っ If I) 楽 しい

ー資料 7 講演チ ラ シ

2 年m19"h1ヰR
今， 世界で起こ っ て い る こ と 1：日しての

＂吉会 ， 9iし合いについて

I • mA I ! R I  6 日 （金） 1 ～ 2 9う問g

2 ， 頃所 2 rAスベース （生Itは1り子を1酎；；；1り約1こ丸合）

3 • 内名
1 時 間 目 名グルー プごとの兒宍

（ 自分違のIrった18示杓を示して内8 2 分、 感烈 2 分で）

In召 のテか）ズムについて ＇
<Z>アフガニスクンについて ，
®ペ ト ナム＂↑について ，
①汽Iµ991について ，
⑤生\n兵＂について ，

®HRHIこついて ，
⑦用法lll9条について ，
®ア メ リ カmlllaについて ・
⑨オ サ マ ピ ン ラ デ ィ ンについ•, .
のブッシュ大9R¢月1こついて ，

afl民について ，

2閂問目 Mし合い

• こonn 9ル
’心;t

9·m-9エ0界位が、ヽ言ぷ� ｀ヤ吋 ．
" , 9 仰 証 渇9‘"m ,a9かいな9,紐am 、T匹

か•n 、たじW ’IKヽヽヒユ9i
.7,,力●長評K^`””

たす., t 
I中1 年雌如iぶ翌船"”：内ぃa..`へA重が19イ9_

"＼『9,...，．．にり泊m
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、m"“W暉R9ヽ1999
i*•”'で区0n如人 ’'，`べ'’‘

、""·"月99" 亀

資料 8 国際情勢調べ内容

●平 佃 カ ー ド�

項 ． 界 価

1 ． 田開交棟の綱べ学＂＇こ． 員 快 を も っ グ B C D 

て 1こ 雀 加 で き た ．

2 . 田殿交沢の胃べ学＂で ， ポ ス ク ーや り
B C D 

ま と め を完成さ せ る こ と が で き た．

3 . 帽 告 会 で 1祖手の＂明 を を き ちん と 閂 り
• C D 

け た ．

4 . "告会 で 9 分 の R明 を を 含 ちん と で 乙） B C D 
● た．

5 ， 今回の国胄交惰の胃べ学胃9i. 0 分 ＾ こ） c 
D 

1こ と っ て プ ラ スl:f. っ た．

く 感 想 ， 肛閂及び反省＞

他咋約人も 1 Z`'＜ ＜机＜調 立 I Iて 、 従表和蜀 いてい

2 甲 A U 氏名
畠慧 ’米国円＂テ ロ のいや9こ ． B *n 自 惰髯 を 爪 遣 すぺ き で あ る J

, -
青定慎 （ す ぺ き ）

(])石＂グルー プの震見
1 和l<-Z 知Iる人に綬I咄

目峨． ’ て いる -f1‘}、
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タ イ ム仔

®槃 Ill チー ムの質門の笞え の用石チ ームの買閂の笞え

苔 9199 4 ぅtさ祖町してし1引桓It

＼り定悧 グループ J
： 和/M＼ 吋1コ ，てげう。

（すぺき） グル・ープ 2
グループ3
グループ 4

否；tn グ）レー プ 1
（すべきではない） クJレープ2 ・ 残胄周 U し 合 い の 感 想 文 ＂“用緻 1 枚

グルー プ3
グ）トープ 4 資料 10 デ ィ ノベー ト 学習評価

鯖め1/19 中Itまで

※fj9)d9忠凡と辺っても ． t19)で訊ぺた こ と を も と1こ 、 そ1＼そ I＼の立頃で免見を1jって
く だ さ い。

""'"""、 昂Ii9ことも らが1"J汲かt9定 して もらい生す，
（引●分1199 あ り 史せん．i 2 学年国際交流行事 に つ いて

資料 9 デ ィ ベー ト 学習次第 ねら い
, r芙血澤せないから11づかないJ ではなくて、 自分のltllの其“でも相手に

伝えようする窪もがあtlIt相手1iきらんと笞えてくれる、 という言び紐感さ
せる，

• I, 2JI閏目の91給会の舅いで、 今直は実罠のコミュニケーショ ン店覇を選し
て111厩社会のなかで生色ていることを重繊させる，

2 , わらいm定の言巾
， 企罐日 にエマ先生が学攣1ご昼食を食べ1こきたとき、 2年生1ut11!が話せないと

いうll!由でmし掛I/ よ う と もせず這暑a,こ騎めているだけCあった， その眉11
釦IIこ度をり爾させたり してごまかし1iしたが， きっ と双力に餞味のIllいもの
暉ったのではないかと1Jう， それ19， 芙Illが話せたいという表胃上の覆由で
99なく ， 9相手に楽しんでもらおう』 とか f9珊， 空閏を共打しているんだJ
という意識叩欠如である． そのような2年生の現Rを専えたとI!, まだ， た1こ
かを選して尺く，，えるというわらい19まだ早いと息われる， まず19， 鑓病にな
らずに触hてみることが必夏であるというll!由からhらいを殴定した．

3 、 用B
· 1 1 月 1 6 B （金） l l >l' S O 分 ～ 1 ＂93 0分

4. f.l学生紹介
， 来佼するのIii 2 名
(m胄はア メ リ カ 、 ルーマニア、 中国， ニュージーランド）

6 . 当 日 のRれ

) f I 0 , 3 0 1 2 年胃理爽暉姶

1 1 :  s o  I Iii学生刻糟 （校長宮へ）

2 年生と合洟 （綱覆宣）
1 2 :  o o I 自己紹介など惰単なあいさ

つのあと且食

1 2 : 3 6 1 賓単なレク （体胄疇）
員大11企国中 青

- 5 7  -

6 . 当n までのキ駁の酌き
• I 3 日 まで••·flりの学桔を利用 してJl1ぎめとレクの内喜を快める．

ち ょ う ど 1 2 人が来校するのでホームステイのJl1でもいいのだが
樹暉のこともあるので円偵＂が必ll!ではないか．

7 、 当 日 までの職員の局e
• 1 4 日 まで・・・絵里子先生と相員して胃匿寅＂で＂を作るのかを快定する．

交樟IJl2扇で肩琶1J11恵として実冒Iこ胄みたい．

• イ ンクピュー内官を若干でも決めておいてスムーズに交洟に入れるよ う にする

8． 自日の覆員の爾き
• その日Iii. 2"閃目に口殿交島の兒汽紐I信文先生のご畠力をnいで行なわ

れろ予定です． （屠所はミーティ ングルーム）

皿紐••• 1 1 : S 0ころに校艮宣で胄社を迎えて畑をさItる．

その11.112年生の酌きと郎

呻紅••• 1 1 : 0 0 に輝大学に畔生を涅えにいさまず．

学校到績棧lt2年生の爾きと郎．

古川先生•••3 、 4閂問目の胃覆の＂即に入っていただ＜ ．

菖口先生••• 3. .,,閲目の東＂＂艮霞をお躙いする．

餃子先生•••保饒窒＂ti況にあわせて藷碍ご協力してもらう．

＊鯖先生••• 2 年生の蜀8と＂じ

9 、 そのII

胃lll'!IIについて （実!llllt7万nI置どあるそうです． ）
• 第 1 員情・心りたんぼ綱

• 第2員員・・樗苔遵tr. おでん

1 0, そのII.の爾8
・ でき!tit紺にもう 一度交即9棗をもちたいと弁えています．

資料 1 1 第 1 回 交流会要項



キ ー ワ ー ドは以下の通りである。
イスラ ム教 ・ テ ロリ ズ ム ・ 国際テロリ ス ト ・ 中東 戦 争 ・ パ レスチ ナ とイスラ エ ル
日米安全保 障 条約 ・ ベ トナ ム戦争 ・ ア フ ガ ニスタ ン ・ ブッシュ大統領・湾 岸 戦 争
イラ ンイラ ク戦争 ・国際連 合とPK O活動・オサ マビンラ ディ ン・世界の宗 教
生物兵 器 ・ 憲 法第 9条 ・ オー ス トラ リア の軍 隊 ・核 兵 器 ・ 難民 • N G O活動
ア メリ カ軍 基地・世界の内戦 ・ テロ事 件への対応

また，図書資料 が世界地図や社会科地理 資料集 程度のものしかなかったため，主にイン
タ ー ネッ トを利用し資料 収 集 にを行わ せた。

調べ学習終了後，デイ ベ ー ト学習「私は自衛 隊 を海外に派遣することに賛 成である」
を行った。 今回は初めて の試 みということもあったので，肯 定派 ・ 否 定派 などのチ ー ム分
けやゲ ー ムの進め方など教師主導で取り組ませた。 議論 の展開も世界情勢調べで自分が収
得した情報を使 って 行うこととした。 実際の授業では予想以上に興味関心を示し議論 も白
熱 したものになった。

【学習⑤ 一 弘前大留学生との交流会（表 11 ・ 資料 11) 】
弘前大学国際交流センタ ー から，留学生の方に来校して いただき親睦 を深めることがで

きた。 計2回の交流会を行い，各回とも約 2 0人の方に参加して いただいた。
第 1 回目は前述した「学習④のデイ ベ ー ト学習」を1 , 2 時間目に設定し，同 日の 3 時

間目～ 6 時間目で行った。 したがって ，第 1回目のねらいは「討論会をふまえ，今度は実
際のコミュニケ ー ション活動を通して 国際社会の中で生きて いることを意識させること」
として ， とにかく片 言の英語でも話そ うという意識の喚 起を図った。 最初はとまどいもう
かがえたが，昼食 を一 緒 に とったり，ゲ ー ムをして いるうちに，生徒の表情もいきいきと
変わ って きた。 また，留学生の方の中には， 本校生徒の素直さや純朴 さに好 感をもたれた
方も多いようであった。

第 2回目の交流会では，クリ スマス前ということもあって ケ ー キ づくりを生徒たちが企
画した。 また，交流会へ勧 誘 するポ スタ ー を制作し，大学に掲 示して もらうなど生徒自身
による，意欲的な取り組みが前回よりもみられた。

VI 研究結果と考察
(1) 地域交流学習に関して

表 12 及ぴ 資料 16 は地域交流学習終了後に行ったア ンケ ー トの集 計結果及び生徒の感想で
ある。 ア ンケ ー トは1回目の学習終了時と2回目の学習終了時に計2回実施した。 比較検
討のため，質問は同じ内容 とした。 生徒の感想は，極力，逆 の意味をもつと思わ れるもの
を抽 出し，便 宜 上番号を付 した。

表 12 地域交流ア ン ケ ー ト 自己 評価分析 結果 （対象 22人，上段1回目，下段2回目）
段階％•（） 内は人数 A よくできた B できた C あまりできなかった D_1!'んぜんできなかった

評価項目
①地域交流の学習に積極的に参加でき
た
②集合時間など余裕 を持って 行動でき
た
③交流先で礼 儀正 しくできた

④交 流先で自分の役割をきちんとでき
た
⑤ 今回の交流は， 自分にとって プラ ス
になった

A I B I C I D 
_ ＿ _68- _（15_ ） ＿ ＿  ＿ ＿ 28- (＿6)- - - - - - - ＿0(-0 )ー → 0 - - - - - - -4 (1 ) - - - -

82 18 18 4 0 0 0 0 
- - -86_ ((19_ ） - - - - -1-4_ （3 )- - - - - - - -0(-0 )- - - - ＾ ` - - - -0 (O_ ) ← ― - -

9 0  2 0  10 2 0 0 0 0 
- - -78_（17) - - - ＿  18(4)- - - - - - - - ＿4(」 ）- - - - - - - - - 0� (O/） _ ＿ ＿ ＿  

96 ( 2 1) I 4{ 1) I O { O l  I O { O  
72 (16) 24 (5) 4 (1 ) - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - _ J _ _ ← -0 (O- ） … -
64 ( 14 36 ( 8 )  I 0( 0) I 0( 0 
68 (15) 28(6) 0(O )  4 (1 )  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・^ ＊^ ＊→ - ー ·← ~ ― ^  - - - - - - - - - - - - - - - - - m - - -

n ( 16) I 28 (6) I o (o) I o (o) 

58 -



【有 意差 の判 定 】
表 12 の1回目と2回目の項目別回答 状況 を X 2 検定の2K 分割で検 定した結果は次の

ようになる。
（自由度＝ 3' 危 険 率 ＝ 5 ％ 水準，分布 表 の値＝ 7.8 1476 , 二 つの割合は同質ではない 。 ）

①は x 自乗 の値＝ 7.48 05797 1
②は x 自乗 の値＝ 0.75757576
③は x 自乗 の値＝ 14.77 11599
④は x 自乗 の値＝ 6.87 058824
⑤は x 自乗 の値＝ 4. 1142857 1

【資料 16 地域交流•生徒感想】
第 1回 ハ ッ ピ ー ハウス訪問

有 意差 なし
有 意差 なし
有 意差 あり
有 意差 なし
有 意差 なし

・ 話がとぎ れない ように もっと話題を考えればよかったと思った。 とても楽しかっ
たゲ ー ムもしたし，話もしたから交流できたと思う。 （感想1 ・ 女）
•おばあちゃ んたちと話があってすごくおもしろかったです。 昔 の碇ヶ関がちょっと
わかりました。 （感想2 ・ 女）
•お年寄 りの人にたくさんお話を聞くことができてためになった。 もっとお年寄 りと
接してやさしくできるようにしたい 。 （感想 3 ・ 女）
． 昔 の生活がよくわかり楽しかった。 今の生活と昔 の生活の違 い がよくわかった。 ゲ

ー ムなどもやって交流会はとてもおもしろかった。 イ ンタ ビ ュー は成功だった。
（感想 4 ・ 男）

・ 質問することがなくなってだまってしまったので次々と話を続けたかったです。
（感想 5 ・ 男）

・ 質問があまり通じなかったので，今度こうい うことがあったらちゃ んと通じるよう
にしたい 。 （感想 6 ・男）

第 2回 弘前市内散策及び取材 ・ イ ンタ ビ ュー 活動
•最初手こずってしまったけど，ちゃ んと目的地へ行くことができて楽しかったです。
イ ンタ ビ ュー などもきちんとできてよかったです。 （感想 7 ・ 女）
・ 弘前はけっこう知ってい い ると思ったけど知らない ところもい っぱ い あった。 だか

ら，今回い ろい ろな所を見て歩 い て前より少し弘前を知れたと思う。 （感想8・女）
・ 弘前の町中をたくさん歩 い たり，走 ったりしてとてもつかれました。 でも，ィ ンタ
ビ ュー した人がやさしかったのでよかったです。 （感想9 ・ 男）
・弘前城でのイ ンタ ビ ュー はとても楽しかった。 今回の社会見学はとても良い 勉 弥 に
なった。 （感想 10 ・ 男）
． 班の人たちと一 緒 に弘前を歩 い てとても楽しかった。 とても親切な人にもたくさん

あってうれしかった。 今度はもっと遠 い ところで社会見学をしたい 。 （感想 11 ・ 女）
・目的のものが見つからなくて大変だった。 イ ンタ ビ ュー を2回断られてしまった。

（感想 12 ・ 男）
【考察】

表 12 のア ンケ ー トからは，2回とも良い 評価結果が得られてい る。 評価項目④を除 い
ては 2 回目の方が良い 上昇 傾向の結果となった。 特に評価項目③は知らない 人にイ ンタ ビ
ュー するとい う心理 的な緊張感もあり，よい 方向に有 意差 がありとの判 定となったものと
思われる。 また，生徒の感想は，1 回目は高齢者 の方との接し方に係わるもの， 2 回目全
く知らない 第 三 者 にイ ンタ ビ ュー してみてのものが多かった。 （感想 5 ) と（感想 10) は
同一 生徒の感想である。 1 回目と 2 回目の対象 は違 うものの，ィ ンタ ビ ュー するこ とに対
しての変容 がわかる感想である。
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(2) 国際交流 学習に関して
海外派遣は延期となったが， 結果的に，

異文化へ対しての気持ちの喚起【学閥 —闊 湖】
↓ 

調査｀理解 【学骨⑲ 遭闘瓢・デイベー ト学習】
↓ 

ぷれあい 【学習⑬ 一 弘蘭燻学生M)饉会】

という 学習の流 れで学習を進めることができた。 ここでは， 特に国際交流 に意識した単
元である学習④と学習⑤の考察を述べたい。

【学習④ 一 世界情勢調ベ ・ ディ ベ ー ト学習】
表 13 及び資料 17 · 18 は学習終了後に行ったア ンケ ー トの集 計結果及び生徒の感想であ

る。 生徒の感想の抽 出は（1 ) と同様 な観点で行った。

表 13 学習
□一ロロ〗三□□［

悶訳きた
まとめを完成させる

ー
ことができた

tた
且ってプうス［なった

【資料 17 世界情勢調べ•生徒感想】
・ テ ロロ リ ズ ムという ところを調べていたら 「 弱 者 の強 者 に対する戦争 」と書かれ

ていて「逆 い じ め じ ゃ ん」と思った。 テ ロ リ ス トがテロを起こしたときの心 境 が気
になった。 気持ちよかったのか， そ れともいやだった のか， どう かなあと思った。
このことから， テロをおこすよう な狂 った大人にはなりたくないと思った。

（感想 13 ・ 男 ）
． ぽ くは， ラディ ンがいっていることもア メ リ カ人が言ってることも， 結局 は相手

を批 判 しているだけだと思った。 このままでは何の解決にもならないと思 う 。
（感想 14 ・ 男）

． どう してビンディ ンがテロ事件を起こしたのかはわからないけれど， どんな理 由
があったとしても， あんなに多くの人を悲 しませたのだから必ず罪 を受 けるべきだ。
でもテロ組織ア ルカイダ がア フガ ンにあったとしても， ア フガ ンの人々は何も悪 く
ないのだからア フガ ンを攻 撃 するのはおかしい。 だからもっと人々を傷 つけないや
り方を考えて欲しい。 ～ 中略 ～ 最初はア フガ ンについて何もわからなかったけどく
わしくわかっていくう ちにどう してオー ス トラ リ ア ヘ 行けなくなったとい う よりも，
今世界がどう なっているかという ことを知ることができた。 （感想 15 ・ 男）
・ベ トナ ム戦争 は調べるまでは全然知らなかったけど， 調べてみ てすごい戦争 だっ
たんだなあと思った。 枯 れ葉剤 の被害で全く関係のない人が死 んだのはすご～ く悲
しいことだと思った。 自分は体験してないけど， 被 害を受 けた人は悲 しいとかかわ
いそ う だけでは表 せないと思う 。 （感想 16 ・ 女）
・ 私は国際理 解学習で難民 のことを調べて良かったと思います。 私は， 難民 のこと

を調べる前までは数えるくらいしか人数がいないと思っていて， 難民 のことを全然
知りませんでした。 ア フガ ニス タ ンでは， テロ事件がある前でも難民 の数が 2 000万
人を越 えていること。 撤 去されずに地雷 が残 っていること。 子 供 たちは栄 養 不足 で
さらに教育 を全く受 けていないこと。 一 部の地域では人を殺 し， 殺 すことが珍 しく
ないことなどです。 この課題を調べていなかったら， 世界で起こっている悲 しい事
件はずっと知らないままだったと思います。 （感想17 ・ 女）

・ 難民 にもいろんな人たちがいて， 災 難や戦 争 や政 治 の圧 迫をさけるた めに国外に
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逃 げた人たちで，自分 （難民 ） たちが悪 いと思う。 難民 の人たちは逃 げたりしない
で自分 の意志 を少しでもわかってもらうためにがんばってほしいです。 そ したら自
分 を変えていけると思います。 （感想 18 ・ 女）
． 僕 には，この戦争 を止 めることができないので，どうすることもできないのでお

さまるまで待 っていないといけないのです。 （感想 19 ・ 男 ）
【資料 18 デイベ ー ト 学習 • 生徒感想】
・司 会をやっていたので発表 できなかったのが残念だった。でもいろいろな意見が
や発表 があってよかったと思う。 みんなもっと自分 の思っていることなどを言えば
楽しくなると思う。 （感想 2 0 ・ 男）
・ ディ ベ ー ト は予想であった。 こうやって言えるんだからこれからは，学活の時沈

黙 をしないでほしいと思った。 （感想 21 ・ 男）
． 僕 は肯 定側 になった。否 定側 の意見は憲 法違反 でおしたので結果負 けて しまいま

した。否 定側 には説得力があった。 次ディ ベ ー ト があったらがんばりたいです。
（感想 22 ・ 男 ）

. 2年生みんなで自衛 隊 を派遣すべきかどうか話し合いました 。 みんなでこん なふ
うに話し合ったのははじめてでした。私 は否 定側 でした。 自衛 隊 を派遣すると日本
が攻 撃 をうけるから派遣しない方がいいと思いました。 でも，肯 定側 の人たちは人
々を救 うために必要だといいました。 たくさん意見がでてきてとてもよい話し合い
になりました。また，こういう時間があったらやりたいです。 （感想 23 ・ 女）

【考察】
表 13 のア ンケ ー ト 結果では，全ての項目で良好 な結果を示し，総じて満足 感も高いも

のと判断される。 資料 17 の世界情勢調べ • 生徒感想からも，様 々な感想・意見があげら
れている。中には，単なる世界情勢を理 解ばかりではなく戦争 の悲劇は，大 国の利害関係
から発生していることに気付 き，世界の動向 に矛 盾 を感じはじめる考えをもつ生徒も複 数
いた。 さらには，調査 活動を通して，自分 の意見や立場を形 成していく生徒もいた。

また，資料 18 のディ ベ ー ト 学習 • 生徒感想から「またやりたい」などディ ベ ー ト に対
する肯 定的な感想が多かった。デイベ ー ト 学習にに対して意欲的な感想が多かったことは，
きちんとした議論 に心地よさを感じた生徒が多いということである。うらをかえせばそ れ
だけ，生徒個 々にとって，腑 に落 ちない適 当な議論 が 日 常 的に横行しているということで
あろう。 さらに，「 自分 の意見を述 べさせる場」を設定することによって，相手の話をよ
く聞いて，話すという訓 練 もできた。積極的に話せたり， きちんと聞けるという行為 は，
まさに異文化の理 解に直接的に係わってくる。以上のように調査 に基づいた話し合い活動
は非 常 に多くの教育的価値を含み，今後も継続して指導していきたい学習となった。

【学習⑤ 一 弘前大 留 学生との交流会】
交流会の1回目と2回目終了 後にア ンケ ー ト 調沓 を行った。結果は次の表 14 及ぴ 資料

19 の通りである。 ア ンケ ー ト の実施方法及び生徒の感想の抽 出は（1) と同様な観点で
行った。

表 14 国 際交流ア ン ケ ー ト 自己 評価分析 結果
段階％ •（ ） 内は人数 A よくできた B できた C あまりできなかった D t!'んぜんできなかった

①国際交流の学習に積極的に参加でき
た
②交流先で礼儀正 しくできた

③交流で自分の役割をきちんとできた

④今回の交流は， 自分 にとってプラス
になった

A I B I C I D 
68(23) ”- - - - - - - - - - - - -32(1 1) 0 ( O) 0 (0)  ·← - 9 - - - - “ - - - - - - - - - - ·� ー ·· - - - - -
6 0( 21 )  I 38 ( 1 3 )  I 2 ( 1 )  I 0( 0 

- - - 59- （20- ） - - - - - -3-2(1 1) ~ - - - - - - 9 (3 )― ←  - - - - - - - -0 ( O- ) - - - -
66 ( 23 J I 29 ( l  O J I 5 ( 2  J I O ( 0  

- - -68-（23- ) - - - - - J2-(1 1~） - ~ - - - - - 0( -0 )- - - - ← - - ← - 0 (O/） - - - -
72 ( 25 J I 26 ( 9  J I O ( O  J I 2 ( 1  

- - ］74(25ー ） ← - → ― - 26-(- ］ 9) - - - - - - -0 ( -0 )- - - - ← - - - 」］ （ O- ) - - - -
7 4 ( 26 J I 2 6  ( 9  J I O ( 0  J I O ( O  

（上段 1回目 11/16 対象 34 人， 下段 2回目 12/18 対象 35 人）
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【有 意差 の判 定】
表 14 の1回目と 2 回目の項目別回答 状況 をX 2 検定の 2 K 分割で 検 定した結果は次のよ

うになる。
（自由度＝ 3 ' 危 険 率 ＝ 5 ％ 水準，分布 表 の値＝ 7.8 1476 , 二 つの割合は同質で はない。 ）

①は x 自乗 の値＝ 3. 0142857 1
②は x 自乗 の値＝ 1.682398 13
③は x 自乗 の値＝ 2.73497537
④は x 自乗 の値＝ 0 

【資料 19 交流会•生徒感想】
(1回目）

有 意差 なし
有 意差 なし
有 意差 なし
有 意差 なし

•最初は英語も苦手だったし，あまり話すことがで きないと思っていたが， 留学生
の人たちはたくさん 話しかけてきて くれてうれしかったし，わからない所は同 じ 班
の人が助 けてくれて良 かったで す。 （感想 24 ・ 女）
・ 自分の英語がまだ未熟 だとわかった。 知らない単語も教わった。 おもしろかった。

香水のにおいがきつかった。 （感想 25・ 男）
•あまり話すことがで きなかった。 関所にいったとき紹介で きなかった。

（感想 26 ・ 男）
・ 英語で 話しかけられた時何がなん だかわからなくて訳 のわからない英語で 答 えて

しまった。 いざとなると全然話すことがで きなかった。 （感想 27 · 女）
・ 先生が英語で 話せといったけどあまり話せなかった。 （感想 28 ・ 男）
・ 外国の人が来るというから話が通 じ るかとても不安で した。 留学生の方は日本語

が話せたので いろいろな話がで きました。 で も，オー ストラリア に行くと日本語を
話せる人はいないと思うので ， 海外派遣が延期になった分の日数で もっと英語を話
せるようにがん ばりたいで す。 （感想 29 ・ 女）
( 2 回目）
。 前回より留学生と話がで きた。 今 日はかなり楽しめた。 バ レー は少し盛 り上がら

なかった。 次回は全員 が盛 り上がる企画を考えていきたい。 （感想 3 0 ・ 男）
•また，ジ ョ ンレ ノ ンに会えた。 ビンゴ もプレゼント交換 はおもしろかった。 国際
交流はとてもE N J O Y P L A Y .  （感想 3 1・ 男）
•とても楽しかった。 ビンゴ をみなさんに楽しんで もらうことがで きてうれしかっ
た。 もっと英語で はなせればなあと思った。 ドー ナ ツ を g o o d と言ってもらって
うれしかった。 （感想 32 ・ 女）

・ 今回の国際交流は自分にとってプラスになりました。 そ れはいろん な人と話せた
し楽しかったからで す。 留学生の人たちが楽しそ うにケ ー キ の飾 り付 けやバ レー を
やっているのをみるとうれしくなりました。 （感想 33 · 女）
•こういう交流をしていると文化の違 いがわかってすごく勉弥 になると思う。

（感想 34 ・ 男）
・ 留学生のひ とたちとあまり話すことがで きませんで した。 ケ ー キ づくりやバ レ ー

は楽しかったん だけど。 （感想 35・ 女）
・ 留学生の人とそ ん なに話すことがで きなくてだん どりが悪 くなってしまった。 次

は梢極的に取り組みたい。 （感想 36 ・ 女）
・話せなかったので 英語をで きるだけ覚えて話せるようにしたいで す。

（感想 37 ・ 男）

【考察】
表 14 のア ンケ ー ト結果から，全ての評価項目で 有 意差 なしと， 2 回とも同傾向を示す

結果となった。 2 回とも高い満足 感が得られたものと思われる。 さらに，全員 の生徒感想
の内容 を分析すると，留学生との交流会に対して「意欲的 ・ 梢極的 ・ 楽しい」など肯 定的
な意見を示した者 が1回目 34 人中 15人で 44 ％ で あったのに対し， 2 回目は 35人中 29
人で 82 ％ と増加している。 そ の要因として交流会に慣 れたことも考えられるが，1 回目
と比較し 2 回目の交流会で は，資料 19 生徒 3 0から生徒 34 の意見に代表 されるように，
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英語を上手に話 せなくても意志疎 通が可 能であることを体 感した生徒が増 え たか ら とも推
測 される。 すなわち， 英会話 の問題よりも留 学生の方と 「 楽しみたい 」とか 「 もてなして
あげたい 」い う気持 ちが強 く先行したとい うことである。 そ してこの気持 ちの変容 が異文
化理 解の前提条 件になるであろう。 この結果を考察しても， 回を重ねた意義は大きい 。

以上の考察か ら ， 代替案としての計画ではあったものの， 「 国際交流を通して異文化に
ふれ， 自己の生き方につい て自覚 を深める」とい うこの単元のね ら い は充分達成されたの
ではない だろうか 。

VII まとめ
今年度の実践研究か ら ， 小規模校における指導のあり方につい て取りくんだ交流学習

につい て感じたことを述べてみたい 。

1 交流活動の意義
交流することの最大の意義は， 地域にせよ， 国際交流にせよ， 多様な人 間 性の価値観に

匝にふれることであろうと私は考えてい る。 そ して， やさしさや思い やりとい った心を媒
介として， 自分もまた， だれか のための貴 重な価値となって存 在 しうることが交流活動の
魅 力でもある。

例えば， 高齢者 との交流の意義につい て， 文 部省報告書「 高齢者 との連携 を進める学
校施設の整備につい て」では次のように紹介してい る。 「 児 童 生徒は， これ ら の交流を行
うことにより， 高齢者 を思い やる気持 ちゃ い たわる気持 ちとともに， 高齢者 への感謝や尊
敬 の気持 ちを育むことができる。 また， 豊 か な経験， 知識， 技能を有 する高齢者 か ら 様々
な生きた知識や人 間の生き方を学ぶことは貴 重な体験であり， 特に， 地域における伝統行
事などの伝承 は地域文化の継承 としても大切である。 他 方， これ ら 児 童 生徒と高齢者 の交
流は， 児 童 生徒にとって教育上の効 果があるばか りでなく， 高齢者 にとっても， ふれあい
や教えることにより， 心の充足 や生きがい を得ることができ， 日々の生活に活力をもた ら
す重要な機会となってい ることが報告されてい る。 」

以上の内容 か ら も交流活動の目的は， 多様な価値とのふれあい を通して， 自己の生き方
を見つめ直し， 社会で， 社会と共生することと考えることができる。

今年の取り組みでは， VI で詳述したとおり， 情意面での効 果は予 想以上のものがあり，
普 段の学校生活におい ても， 梢極的になってきた生徒や物事の実行に対して自信をつけて
きた生徒などが増 え， 個 人 レベ ルでの変容 が感じ ら れる。 本校のように集 団 が小 さく， ま
た最近 の個 人 主義的な風潮 もあって， 固 まった人 間関係しか 築 きにくい 個 人 に対しては，
多様な， そ して国際的な価値観との出会い は視野 の拡 大につながったものと思われる。

2 交流活動か ら を交流学習ヘ
施設を訪問したり， パー テ ィ ー でのふれあい はあくまでも， 交流とい う活動である。

今年の計画時点であったイメー ジも交流の活動に重点を置い たものであった。 しか し， 国
際交流学習の実践の途中か ら 「活動」と「学習」の相違 を意識するようになった。 このこ
とに関して若 干 ふれたい 。

この 「 活動」と 「 学習」の意味するところが， 新学習指導要領に次のように示されてい
る。

第 1 章 特別活動， 第 3 指導計画の作成と内容 の取扱 い ー 2 - （ 3 ) では 「 学校行事につ
い ては， 学校や地域及び生徒の実態に応じて， 各種類 ごとに， 行事及びそ の内容 を重点化
するとともに， 行事間の関連や統合を図るなど精 選して実施すること。 また， 実施に当た
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って は， 幼児 ， 高齢者 ， 障 害のある人々などとの触 れ合い， 自然体験や社会体験などを充
実するよう 工 夫 すること。 」と示されて いる。 このことは， 地域との連携 を深め地域の情
報発信の基地として 開かれた学校をつ く るという機能的役割と交流活動などを通して ， 地
域ぐるみの教育が重要となるという教育的役割ありを意味する。

一 方， 総則 ， 第 4 総合的な学習の時間の取扱 いー 5 - （1 ） で は配慮事項として
「（ 1) 自然体験やボ ラ ンテ ィ ア 活動などの社会体 験， 観察・実験， 見学や調査 ， 発表

や討論 ， ものづ く りや生産活動など体験的な学習， 問題解決的な学習を積極的に取 り入れ
ること。

(2)グ ルー プ 学習や異年齢集 団 による学習などの多様な学習形 態， 地域の人々の協 力も
得つつ全教師が一 体 となって 指導に当たるなどの指導体制， 地域の教材や学習環 境 の梢極
的な活用などについて 工 夫 すること。 」
と示されいる。

以上のことから， 特別活動で は， 充実した内容 の体験をさせることに重点が置かれて い
る。 総合的な学習の時間で は， そ れまで の経験などから体験的な学習， 問題解決的な学習
を積極的に展開して い く こととされ， あ く まで も里 点は学習にある。 さらに， 特別活動で
の対象 は集 団 の醸成で あるのにに対して ， 総合学習で は個 人で の問題解決に努力するとい
ったあ く まで も個 による学習といった側 面もみえて く る。

したがって 交流という活動を学習として 取 り扱 うためには， 交流することをねらいとす
るので はな く ， 例えば，

①交流活動を通して 課題が解決して い く
②交流活動を終えて から課題をもて る

などの課題とのつながりをもたせることによって 「交流学習」として 成立しうるので はな
いだろうか。 換 言すれば交流自体 は， 学習の流れの中のー 場面で しかな いわけで ある。 最
後に今年の国際交流学習の実践から図2に交流学習の進め方の展開例案を示して ， 章 を閉
じたい。

図2 交流学習の進め方の流れ

① 調 査 闘・個人
。 文化の理 解
。 自分や自国 との関係

性の理 解
・ 歴史的背景 の理 解

↑ 
⑥共有�.....,.,,般化鱈 ・ 全体
。 感情の共有

・理 解の共有

② 共有ら-•般化鰭 ・ 全体
→| ．資料 の共有

（発表、 新間、 話し合
いなど）

③ 課 題 1 闘・個人
→ | ．1 回目の課題づ く り

⑤課題 2 鰭・個人
←| ．2回目の課題

(1回目の課題の発展あ
るいは縮 小）

※①～⑥の流れを段階的・継続的に実施

↓
 

闘・屑全
←1 ・ 課題解決あるいは

・ 課題未解決

VllI 成果と改善点
【成果】 ①交流学習の実践報告

②交流学習のねらい ・ 流れの提示

【改善点】 ①交流学習全体 の時間と内容 の見直し
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IX 最後に
ここ三 年， 勤務校に おいて実践研究を重ねてきた総合 的な学習の時間がいよいよ今年度

4 月からスタ ー トされる。 昨年度までの二 年間では， 課題設定学習に ついて， そ して今年
度は交流学習と系統的に 実践及び報告ができてほっとしている。 今年もやはり， 総合 的な
学習の時間の授 業は， 準備も大変であったし， 実践に あたっても新しい試 みが多かった。
「生きる力」とは， 課題追 究であったり， 生き方の模索であったり， 多様なねらいはある
が， 生徒一 人一 人のア ンテ ナ に すべてのゆ さぶりが効 果的であるとは思ってはいない。 佐
賀 大学の新富 康央氏 が最近 の生徒の風潮 を「無 気力化， 集 団 埋 没 型 ， 学級では集 団 は衆 団 ，
個 は孤 に なりがち」と指摘 しているが， 勤務校でもそ んな兆 候を感じる場面が多い。 だか
らこそ ， 今年の交流学習の研究は意味があるものに 思われる。

課題設定学習の基盤づくりの学習がきっかけとなった交流学習であるので， 今後は課題
の内容の変化に 期待 しながら， 交流学習の内容 の充実を図っていきたい。

最後に なりましたが， 勤務校である碇ヶ関中学校の先生方や教育実践総合 センタ ー の先
生方に はたくさんの助 言 やご協力をいただき， 本研究を無 事終えることに 対し， 紙 面をか
りて感謝の意を表します。

X 参考 ・ 引 用 文献
[ 1] 文 部省 平 成 10年 12 月 14 日 中学校学習指導要領
[ 2] 加藤 幸 次 染 田 屋 謙 相編 2 000 新学習指導要領の実践を め ぐる問題事例

学陽書房 102 - 105 
[ 3] 平 成 11年 11月1日 総合教育技術 11月号付録 新学習指導要領基礎・基本ここが

ポイント54 - 57 小学館
[ 4 ) 2 002 年2月1日 社会科教育2月号 異 文化学習 明治 図
[ 5 ] 文 部省 平 成 12 年1月 27 日 特色ある教育活動展開のため の実践事例集

（中学校・高校編）
[ 6 ] 吹 貝 賢 一 1994 教育と表計算 弘前 大学教育学部附属 教育実践研究指導センタ ー

[ 7 ] 中村博文 1999 弘前 大学教育学部附属 教育実践研究指導センタ ー 研究員 報告書8
[ 8] 中村博文 2 000 弘前 大学教育学部附属 教育実践研究指導センタ ー 研究員 報告書9
[ g ] 碇ヶ関村立碇ヶ関中学校 平 成 12 年度 校内研修のまとめ
[ 10] 文 部省大 臣 官 房 文 教施設部指導課 平 成 11年 6 月

概要 高 齢者 との連携 を進め る学校施設の整備に ついて一 世 代 を越 えたコミュニテ
ィ ー の拠 点づくりを目指して一

http ://www.mext.go .jp/6_menu/shingi/chousa/shougai/ 004/gaiyou/99 07 01f.htm 

- 66 -




